
様式１  
平成２９年度再評価対象事業箇所 （事業採択後、一定期間（5～10年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 
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備考 

 
 
 

地すべり対策事
業 
（矢筈地区） 
 
事業主体：県 
事業地：武雄市 
 
 
 
 

 矢筈地区は、佐賀県南
部の武雄市西川登町に位
置し、昭和３６年に地す
べり防止区域に指定され
ている。 
 保全対象は人家５２
戸、西川登小学校矢筈分
校、矢筈コミュニティセ
ンターである。 
 当該地区は、大雨等に
より民家、公共施設及び
山林等に亀裂、陥没が生
じ昭和４０年から対策工
事を実施してきており、
平成１６年９月の台風に
より新たな亀裂が確認さ
れたことから平成１９年
度から事業再開し、対策
工事を行ってきた。 
 
 
 
 
 
 

工期：Ｈ１９～３２年 
全体事業費：2.0億円 
 
対策ブロック：５箇所
（P,K,Ⅱ-B,H,Qブロック） 
 
地下水排除工（横ボーリ

ング工）：４箇所（P,K,
Ⅱ-B,Qブロック） 
抑止工（アンカー工、法

枠工）：３箇所（P,Ⅱ-B,Q
ブロック） 
井桁擁壁工：１箇所（H

ブロック） 
水路工：１箇所（Pブロ

ック） 

総事業費：15.25億円 
全体事業費（今回再開） 

：2.0億円 
Ｈ２８年度迄：1.62億円 
 
進捗率：81.0％ 
 
対策済ブロック：５箇所 
 
地下水排除工（横ボーリ

ング工）：４箇所（P,K,
Ⅱ-B,Qブロック） 
抑止工（アンカー工、法

枠工）：２箇所（P,Ⅱ-B
ブロック） 
※Qブロックは観測結果

によって必要性を判断 
井桁擁壁工：１箇所（H

ブロック） 
水路工：１箇所（Pブロ

ック） 

事業採択時と比較して大
きな変化はみられない。 
 
【保全対象】 
・人家５２戸 
・西川登小学校 
・地域避難所（矢筈コミュ
ニティセンター） 
・避難路（市道） 

事業採択時と比
較して大きな変
化はみられない。 
 
B/C=1.48 
 
 
 
 

無し 
 
 
 
 
 
 

事業開始（再
開）より１０
年が経過 
 
 
 
 
 
 

継続 
 
平成２９年度ま
で対策工を実施
し、地下水排除工
を実施した地す
べりブロック（２
ブロック）におい
て、地下水位状況
や地すべり滑動
状況を確認する
目的で地すべり
動態観測を行い、
地すべりの挙動
がないことを確
認する必要があ
るため事業の継
続が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 

 黒 施工済ブロック

赤 H29施工ブロック

凡　　例


